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例 言

本書は財団法人北海道埋蔵文化財センターが、平成1l年度に実施した北海道縦貫自動車道（七飯

～長万部）建設工事に伴う長万部町豊野6遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

本書の執筆は鎌田望、立田理、花岡正光、編集は鎌田望が行った。

整理作業の担当者は下記の通りである。

土器 鎌田望

石器・写真立田理

火山灰分析花岡正光

文責者は文末に記した。

遺物・記録類は整理及び報告書作成後、長万部町教育委員会が保管する。

調査に当たっては下記の諸機関、各氏から御指導、協力をいただいた。 （順不同・敬称略）

長万部町教育委員会 佐藤稔・山田明美・水野一夫・大根田雅美

今金町教育委員会 寺崎康史

八雲町教育委員会 三浦孝一・柴田信一

七飯町教育委員会 石本省三・山田央

木古内町教育委員会 菅野文二・三上英則・大矢内愛史・木元豊・駒田透

森田村教育委員会 佐野忠史

北海道文化財保護協会竹田輝雄・大島秀俊・谷岡康孝・長谷川徹

北海道教育委員会 大沼忠春・田才雅彦
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記号等の説明

遺構の表記は、下記の記号を用いた。

P :土曠

F:焼土

遺構図の方位は真北を示す。

遺構図の縮尺は、 スケール等が入っているもの以外は、原則として40分の1である。

遺構平面図の＋はグリッドライン交点で、交点傍らの名称記号は右下の区画を示している。

遺構平面図の・小数字とセクションレベルは標高（単位m)である。

遺構平面図の出土遺物は記載のない限り、下記の記号を用いている。

●：士 器 ■：礫石器 ×：フレイクチップ

▲：剥片石器 □：礫 ★：その他

遺構の規模は「長軸の上端／下端×短軸の上端／下端×確認面からの最大深・最大厚」で示して

ある。

一部破壊されているものは現存長を （ ）で示し、不明のものは－で示した。

土層名は、下記の記号を用いた場合がある。

白頭山一苫小牧火山灰:B Tm

駒ヶ岳-d火山灰 :Ko-d

駒ヶ岳-g火山灰 :Ko-g

火山灰の略号は、北海道火山灰命名委員会(1982) 『北海道の火山灰』による。

土層の色調は『新版標準土色帳』 （小山・竹原 1967) に従って記載した。

遺物実測図と土器拓影図の縮尺は、スケール等が入っているもの以外は、原則として以下のとお

りである。

復元土器 ： 3分の1

土器拓影 ： 3分の1

剥片石器・石斧 ： 2分の1

石斧を除く礫石器： 3分の1

土製品・石製品 ： 2分の1

石器・士製品・石製品の大きさは「最大長×最大'幅×最大厚」で記してある。

剥片石器、礫石器は機能部にこだわらず、長軸を長さ、短軸を幅、厚さは最大値を採用した。破

損しているものについては、その数値を （ ）で括ってある。なお、遺物実測図中でたたき痕は

V－V、すり痕は胃で範囲を表した。
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I 調査の概要

調査要項

事業名：北海道縦貫自動車道（七飯～長万部間）埋蔵文化財発掘調査

委託者： 日本道路公団北海道支社

受託者：財団法人北海道埋蔵文化財センター

受託期間：平成11年4月1日～平成12年3月31日

発掘期間：平成11年7月12日～平成11年10月27日

調査遺跡：豊野6遺跡（北海道教育委員会登載番号B-17-40)

所在地：北海道山越郡長万部町字豊野127

調査面積:2,600m:

調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター

理事長 大澤満 第1調査部長畑宏明（8月15日退任）

専務理事 佐藤哲人（5月31日退任） 木村尚俊(8月16日兼任）

宮崎勝(611 1日就任） 第1洲査部4調査課

常務理事 木村尚俊 課 長 遠藤香澄（発掘担当者）

総務部長 中田仁 主 任 鎌Ⅲ望（発掘担当者）

文化財保護主事立田理
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(この図は国土地理院発行の地形図、 1 : 2001 000 ｢室蘭」 （NK 54-2 1 ､平成5年2月1日発行) ､ I :”000 1国縫」 1NK-5ｲ 2 1-10､平成4年2月1 日発行)を使用して作成したものである｡ ）

図1 豊野6遺跡位置図
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I 調査の概要

3 調査にいたる経緯

北海道縦貫自動車道函館名寄線（函館～名寄）は現在、長万部および旭川麿栖インターチェンジ間

で供用されており、七飯～長万部間で工事が進められている。この事業に関する埋蔵文化財包蔵地に

ついては平成2年4月に日本道路公団札幌支社から事前協議がなされ、協議を受けた北海道教育委員

会は平成2年4月に所在確認調査を、平成7年5月以降範囲確認調査を実施している。この結果、工

事計画変更が不可能なことから発掘調査を必要とする遺跡は､日本道路公団長万部工事事務所管内(八

雲町字立岩から長万部町字富野間の33.3km)の長万部町内で8カ所、隣接する八雲町では5カ所と

なった。七飯～長万部間の発掘調査は平成10年度から開始され、当センターが富野3遺跡、文化財保

護協会がオバルベツ2遺跡、富野5遺跡の調査を行なった。平成11年度は当センターが花岡2遺跡、

花岡3遺跡、豊野6遺跡、北海道文化財保護協会および長万部町教育委員会がオバルベツ2遺跡の調

査を行った。豊野6遺跡は平成2年4月の所在確認調査により発見され、平成7年5月と平成9年10

月･ l1月に範囲確認調査が行われ、発掘調査の必要な範囲は2,600㎡となった。

4 調査の方法

（ 1 ）発掘区の設定

基本図には日本道路公団北海道縦貫自動車道（七飯～長万部）工事予定図1,000分の1図を使用し

た｡工事予定中央線のSTA.909とSTA.910を通る線を基軸のMラインとして4m方眼を設定した。

この方眼は南西端交点のアルファベットと数字の組み合わせで呼称し （例: STA.910はM-10)、

さらに必要に応じて2m方眼に4分割し小発掘区とした。小発掘区は南西端から反時計廻りにa、 b、

c、 dと呼ぶ（例:M-10 a)。

平面直角座標系第肛系中の各座標値は以下の通り。

STA.909 X=-174,246.86301 Y=5,286.46500

STA.910 (調査区杭名M-10) X=-174,152.34214 Y=5,319.08272

STA.910+60 (調査区杭名M25) X=-174,096.41274 Y=5,340.80041

（2）調査の方法

調査区の現況は、畑として利用されたのち植林された山林である。25％調査により耕作土であるI

層中に遺物を多く含んでいることが判明したため、重機による抜根・耕作土の除去は行わず、 I～Ⅳ

層の各層を発掘区ごとに遺物の多寡に応じてスコップ、ジヨレン、移植ゴテを用いて手掘り作業によ

り掘り下げた。また、 25％調査により I層中から旧石器時代のものに類似する石核が出土したため、

J-10区、 K～N－5～10区については旧石器調査を実施し、 J-10区、 K 9 ･ 10区はV層を50cm

ほど掘り下げた。包含層の遺物については、必要に応じて記録し、小発掘区ごとに取り上げた。遺構

の遺物は出土位置・標高・層位を記録した。野外作業と並行して現地で水洗・分類・注記作業を行っ

た。冬期は室内で整理作業を行い報告書の作成に当たった。 （鎌田望）
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図2 調査区の設定
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I 調査の概要

この図は日本道路公団札幌建設局長万部工事事務所の「北海道縦貫自動車道(七飯~長万部)長万部南地区補足測量線形地形図」 (縮尺1 : 1 , 000､図面番号7/8)を使用して作成したものである｡ ）

図3 周辺の地形と調杳区
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I 調査の概要

5 土層の区分

豊野6遺跡の土層断面図を図5～8に掲載した。調査区は北東に向かって緩やかに傾斜しており、

調査区内で堆積状態が変化している可能性があった。そのため調査区を縦横するようにMライン、 13

ラインにセクションベルトを残してそれぞれ南東壁・南西壁の士層断面を観察し、記録した。

その結果得られた図4にしたがって、基本層序を述べ、その広がり、堆積状態などについて個々に

説明する。なお、調査区内には風倒木痕、耕作、 また植林された杉の根による撹乱が多くあり、上記

の基本土層の残存状態は良好ではない。

I層 I層は調査区全域に分布し、近現代の遺物を包含している層である。調査区の現況は植林に

よる杉林であるが､畑の畔とみられる畝が部分的に残存している。このことから植林以前は畑であり、

I層はその時期に形成されたものとみられる。

Ⅱ層 Ⅱ層は調査区内の自然のくぼみ、風倒木痕中など極く部分的に残存するもので、残りのよい

部分では下位から灰白色火山灰(ko-d)が検出される。なお、火山灰の噴出年代は1640年であること

から、 シャクシャインの乱の時期の遺構、遺物があることが予想されたが、いずれも検出できなかっ

た。

Ⅱ，層 Ⅱ，層は近隣の調査で検出されている褐色風成層（佐藤ほか1999)に相当するものと推測さ

れる。

Ⅲ層Ⅲ層は調査区全域に分布するが、風倒木痕の比較的少ない調査区北東部では層厚約20cm程

堆積している。

Ⅲ，層Ⅲ層の下位にみられるやや淡い灰黄褐色の色調を呈する層位をⅢ，層として区別した。この

層はM－8ライン以北に顕著である。しかしこの違いは断面のみに観察され、遺物を取り上げる段階

では両者ともⅢ層として取り上げた。 ともに包含層であるが、遺物からは時期の違いを|ﾘ1確にできな

い。

Ⅳ層Ⅳ層は漸移層である。少量ではあるが遺物が出土する包含層である。

V層V層はいわゆるローム層である。部分的に段丘堆積物とみられる礫を含んでいる。

（立田理）
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I 調査の概要

6 遺物の分類

（ 1 ）土器

分類にあたってはこれまで渡島半島、噴火湾～太平洋沿岸で発掘調査された成果に基づく分類を踏

襲した。出土した土器には縄文時代早期から晩期までのものがあり、縄文時代早期の資料をI群、前

期の資料をⅡ群、中期の資料をⅢ群、後期の資料をⅣ群、晩期の資料をV群とした。

I群縄文時代早期に属するもの。

a類貝殻腹縁圧痕文、沈線文、条痕文のあるもの。中野A式、住吉町式に相当する土器群。

b類縄文、撚糸文、絡条体圧痕文、組紐圧痕文、貼付文などの施される土器群。

b 1類東釧路Ⅱ式、東釧路Ⅲ式に相当するもの。

b－2類コッタロ式に相当するもの。 （今回は出土していない）

b－3類中茶路式に相当するもの。 （今回は出土していない）

b－4類東釧路Ⅳ式に相当するもの。

Ⅱ群縄文時代前期に属するもの。

a類縄文の施された丸底、尖底を特色とする土器群。

a－1類綱文土器に相当するもの。 （今回は出土していない）

a－2類春日町式、静内中野式など、縄文の施された尖底を特色とするもの。

b類円筒土器下層式、植苗式、大麻V式に相当する土器群。

Ⅲ群縄文時代中期に属するもの。

a類円筒土器上層式に相当する土器群。

b類榎林式、大安在B式、 ノダップⅡ式に相当する土器群。 （今回は出土していない）

Ⅳ群縄文時代後期に属するもの。

a類余市式、入江式、大津式に相当する土器群。 （今回は出土していない）

b類船泊上層式、手稲式、鯆澗式、エリモB式に相当する土器群。

c類堂林式、三ツ谷式、御殿山式に相当する土器群。 （今回は出土していない）

V群縄文時代晩期に属するもの。

a類大洞B式、上ノ国式に相当する土器群。 （今回は出土していない）

b類大洞C!式、大洞C2式に相当する土器群。 （今回は出土していない）

c類大洞A式、大洞A'式、 タンネトウL式に相当する土器群。

Ⅵ群続縄文時代に属するもの。 （今回は出土していない）

Ⅶ群擦文時代に属するもの。 （今回は出土していない）

(鎌田望）
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I 調査の概要

（2）石器等

豊野6遺跡で出土した石器を剥片石器群、磨製石器群、

種による分類を行った。以下に大別ごとに器種名を示す。

礫石器群、石製品群に大別し、その中で器

剥片石器群 石雛

石槍・ナイフ

石錐

両面調整石器

つまみ付きナイフ

箆状石器

スクレイパー

剥片石器片

Rフレイク

Uフレイク

石核

フレイク

磨製石器淵 磨製石斧

研磨石材

擦り切り残片

石製品

異形石器

たたき石

すり石

・北海道式石冠

・偏平打製石器

石鋸

砥石

石Ⅲ．台石

加工痕のある礫

原石

礫・礫片

石製品群礫石器群

次に大別した分類に従って本遺跡出土の石器群を各群ごとに出土例を考盧し分類上不明瞭な点があ

ると思われるものについては根拠を記し、特徴のあるものについては具体的な出土例をあげる。

剥片石器群

剥片石器群とは、主に頁岩等の石材を用いて剥片を素材として製作される石器を剥片石器とし、そ

れに素材である剥片そのもの、剥片を得た結果生じた石核を加え総称したものである。

石槍・ナイフは、両面細部調整によって刃部を作り出す石器であり、明瞭に先端があり、おおむね

左右対称につくられるものは石槍とし、先端がはっきりせず、左右対称ではないものについてはナイ

フとした。破片の中には両者の区別は不可能なものもあり、 またと≦ちらに属するか判断に迷う資料も

あることから、 |'1じ項| |に含めた。

両面調整石器は、剥片の両面が調整されるものの、細部調整による刃部を持たず、比較的粗い調整

によって製作されるもので、八木B遺跡（阿部ほか1992)等で出土している粗工両面調整品と呼ばれ

l()



I 調査の概要

るものを含んでいる｡ナイフとの違いは細部調整によるほぼ直線状に整形される刃部の有無である。 ~

スクレイパーは、剥片の片面に細部調整による刃部を作り出すものを総称したものである。素材と

なる剥片の形状等から、 7つに分類した。

l 剥片の両側縁に刃部がつくもの

2 原石面・節理面を残した剥片の一側縁に刃部がつくもの

3 石刃状の縦長剥片に直線状の刃部がつくもの

4 エンドスクレイパー

5 石刃状の縦長剥片を利用したエンドスクレイパー

6 刃部が厚いもの

7 不定形な剥片を素材とするもの

石刃状の縦長剥片は、縦横の比がおおむね2 ： 1以上で、背面に側縁に平行な稜線のあるもので、

出土点数は少ないが、 フレイクとつまみ付きナイフ、スクレイパーにみられる。

剥片石器片は剥片石器のおおむねl/2以下の破片で器種を限定できないものである。

Rフレイクは、加工痕とみられる連続しない剥離のある剥片である。

Uフレイクは、使用痕とみられる微細な剥離のある剥片である。

磨製石器群

磨製石器群とは研磨によって刃部を作る磨製石斧を中心として、その製作工程にかかわるとみられ

るものを総称したものである。

磨製石斧は小型の石斧であるいわゆる石のみも含まれている。

研磨石材は緑色泥岩などの石斧の素材とみられる礫で、研磨した痕跡、 もしくは擦り切り技法によ

るとみられる溝があるものである。

礫石器群

礫石器群とは主に安山岩、流紋岩等の礫を用いて製作される石器を総称したものである。また他の

石器群には含まれない礫・礫片は礫石器の素材となりうることを考慮して便宜上ここに含めた。さら

に原石は本来剥片石器群に含まれるものであるが、本遺跡で多く出土している基盤層中に含まれる自

然礫と剥片石器の区別が困難であったため、あえて礫石器群の中に含めた。

礫石器には複数の器種が複合している場合があるが、先後関係の明瞭なもの以外は原則として10

ページの表の下位の分類を優先している （例えば、たたき石とすり石が複合している場合は、すり石

し1ナー｝
ーレノーノ○

すり石は点数が多いため、北海道式石冠、偏平打製石器、すり石に細分した。

石製品群

石製品は破片ではあるが、研磨によって整形される板状のものが出土している。異形石器は黒曜石

製のものが出土している。 （立田理）

11
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7 調査結果の概要

調査区にはほぼ全域にわたって風倒木による撹乱が及んでいる。調査区中央部の台地平坦部・縁辺

部と調査区北側緩斜面で土擴1基、焼土6カ所を検出した。検出層位はⅣ層上面、Ⅳ層下位、V層上

面である。周辺から出土した遺物と検出層位から、 これらの遺構は円筒土器下層式期の所産と考えら

れる。また､北海道式石冠や石皿､砥石などが調査区のほぼ全域のI層や風倒撹乱から出土している。

遺物は29,144点出土した。土器等は2,627点で、土器は縄文時代早期から晩期のものがあるが、量

的には前期後半の円筒土器下層式、前期前半の春日町式が大半を占め、次いで中期前半の円筒土器上

層式、早期後半の東釧路Ⅲ．Ⅳ式の順で、早期中葉の貝殻尖底文土器が僅かに出土している。後期及

び晩期の土器はごく少量である。石器等は26,517点あるが大半は剥片や礫・礫片である。器種別では

スクレイパー、石核、 Uフレイク、 Rフレイク、たたき石が多く、次いで砥石、偏平打製石器、つま

み付きナイフ、両面調整石器、すり石、石錐、石皿・台石、石鋸、北海道式石冠の順に出土している。

石斧、石錐、石槍、ナイフ、箆状石器は少ない。これらの他に研磨石材、擦切残片、異形石器、石製

品が出土している。 （鎌田望）

表1 遺構数一覧

表2 出土遺物一覧

石 器 等

点 数 ’ ｜ 点
遺構包含層 分類 遺構
43石 斧

8擦切残片

6研磨石材

12 たた き石

51 す り 石

3北海道式石冠

41 偏平打製石器

1 369石 鋸

1 石皿 ・ 台石

10砥 石

100加工痕のある礫

1 116礫 ・ 礫片 1

131 原 石

器等

点

鐵制

｜

鋤
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一

加

３

４
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８

３

４

４
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６

９

６

９

６

７

０

３

５

７

２

３

５

２

９

２

５

１

数

密

一

１

３

４

個

３

６

６

２

２

’
層

妬

兜

兜

ね

師

巧

数

含

１

１

３

９

３

包

分類

石 鍼

石 槍

ナ イ ブ

石 錐

つまみ付ナイフ

箆状石器

両面調整石器

スクレイパー

異形石器

剥片石器片

Rフレイク

Uフレイク

石 核

分類

Ia

Ib-1

Ib-4

Ⅱa

Ⅱb

Ⅲa

Ⅳb

Vc

類焼成粘土塊

F

O

別
一
別
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１
１
に
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計計
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一
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種別 ｜ 合計
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合計
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Ⅱ遺跡の概要

1 遺跡の位置と周辺の遺跡

（ 1 ）遺跡の位置

遺跡の所在する長万部町は内浦湾最奥部に位置する。この内浦湾最奥部の長万部から八雲にかけて

の一帯は海岸段丘、河岸段丘が発達する地域として知られ、内浦湾に沿って帯状に海岸平野、海岸段

丘、丘陵、山地が連なり、静狩川、ナイベコシナイ川、長万部川、紋別川、国縫川、ルコツ川などが

内浦湾へと流れ込み、 これらにより形成された河岸段丘がよく発達している （瀬川 1974)。

長万部町は東は豊浦町、北は黒松内町、西は今金町、南は八雲町に接している。内浦湾岸南西部の

交通の要所であり、 日本海側に至るJR函館本線と国道5号線、虻田～伊達～室蘭を経て石狩低地帯

へ至るJR室蘭本線と国道37号線の分ll皮点である。市街地は海岸線に沿って南北に長く、北に静狩、

西に二股、蕨岱、南には中の沢や国縫の市街地がある。国縫から西には国道230号線と廃線となった

瀬棚線が分岐している。

豊野6遺跡は海岸から直線距離で約1km内陸、国縫川右岸の海岸段丘上標高20～23mにある。調

査区は北と東を国縫川に流れ込む無名沢に挟まれた北東に緩やかに傾斜する台地の平坦部～緩斜面で

ある。調査区の南西は段丘上位面となっている。国道5号線から見ると段丘上に国縫墓地（豊野3遺

跡）が見える。遺跡は沢を挟んで墓地の裏側（北西）にある。国縫川左岸の海岸沿いには国縫の市街

地がある。国縫はシヤクシヤインの戦いの際、アイヌと松前藩が戦った場所として知られている。国

縫の南西に隣接する「豊野」は昭和15年からの行政字名で、それ以前は「茂訓縫」 「モクンネ」 と表

記されていた。これはアイヌ語の「モクンネナイ （黒き小川)」に由来するとされる （永田 1984、

竹内 1987)。

（2）周辺の遺跡

北海道教育委員会作成の埋蔵文化財分布図によれば長万部町には45カ所の遺跡が登載されている。

これらの大半は縄文時代のものであり、大部分は海岸段丘上に立地する。

旧石器時代

旧石器時代の遺跡は、後期石刃・細石刃に属するオバルベツ2遺跡（長万部町教育委員会（以下町

教委と略) 1995、北海道文化財保護協会（以下保護協会と略) 2000) とオバルベツ4遺跡（町教

委 1999）がある。

縄文時代

早期の遺跡は9カ所が調査されており、この時期の様相が明らかになってきた｡オバルベツ2遺跡、

富野3遺跡、富野5遺跡では集落と墓が発見された。オバルベツ2遺跡はアルトリ式、東釧路Ⅱ式、

中茶路式期（保護協会 1999)、富野3遺跡は物見台式、東釧路Ⅱ 。Ⅲ式、赤御堂式期（ （財）北海道

埋蔵文化財センター(以下道埋文と略) 1999)、富野5遺跡は物見台式、アルトリ式期（保護協会

1999)である。オバルベツ3遺跡とオバルベツ4遺跡では東釧路Ⅱ 。Ⅲ式に相当する土器が出土して

おり、前者では磨製石斧製作跡、後者では土曠群が検出されている （町教委1999)。ナイベコシナ

イ2遺跡では東釧路Ⅳ式土器が出土し （町教委1996)、栄原2遺跡では貝殻文土器がまとまって出

土している （町教委1997)。 また、栄原2遺跡と富野3遺跡では石刃鍼が出土している （町教委

1997、道埋文1999)。

前期の遺跡は、静狩貝塚、中の沢l遺跡、富野5遺跡、 オバルベツ4遺跡、花岡2遺跡、豊野6遺

跡の6カ所があり、それぞれの遺跡から円筒土器下層式土器が出土している。花岡2遺跡では同時期

1Q
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の集落と土曠が発見された（道埋文2000)。

中期の遺跡は15カ所ある。円筒土器上層式期の住居跡がオバルベツ2遺跡で、同時期の墓の可能性

のある士曠がナイベコシナイ2遺跡で検出されている （町教委 1996、保護協会 1999)。花岡3遺

跡では天ﾈ'l1山式に相当する時期の集落と土曠が発見された（道埋文2000)。静狩貝塚では上層から

中期前半、中期末～後期初頭の遺物（大場・田川 1955)、栄原2遺跡で煉瓦台式、 ノダップⅡ式に

相当する土器が出土した（町教委1997)。

後期の遺跡は静狩貝塚、富野遺跡、坊主山遺跡、飯生神社裏遺跡、栄原2遺跡、富野3遺跡、オバ

ルベツ4遺跡の7カ所がある。静狩貝塚で余市式土器（大場・田川 1955、長万部町史編集室（以下

町史と略） 1977)、栄原2遺跡で余市式、 トリサキ式、大津式土器（町教委 1997)、富野遺跡では

堂林式土器が出土している （町史 1977)。

縄文時代晩期の遺跡は2カ所ある。静狩川遺跡では大洞A式土器（八雲高校郷士研究部 1952)、

富野3遺跡で大洞C:式土器が出土している （道埋文 1999)。

続縄文時代

続縄文時代の遺跡は1カ所である。静狩川遺跡では惠山式土器が出土している （八雲高校郷土研究

部 1952,町史 1977)。

中．近世

中世の遺跡では、アイヌ文化期のチャシ跡とされる国縫チャシ （町史 1977、北海道教育庁社会教

育部文化課1983)、アイヌ文化期の墓曠が発見された花岡遺跡（町史 1977)がある。近世の遺跡

では安政2 ･ 3 (1855･56)年に構築され、安政4 (1857)年に廃止となった国指定史跡東蝦夷地南

部藩．ヲシヤマンベ陣屋跡(町教委 1985)がある。 （鎌田望）

【引用・参考文献】 ＊ 「財団法人北海道埋蔵文化財センター調査報告書」は「北埋調報」 と略。

大場利夫・田川賢蔵 1955 『静狩遺跡』」長万部町

長万部町史編集室 1977 『長万部町史』

長万部町教育委員会 1985 「東蝦夷地南部藩陣屋跡ヲシヤマンベ陣屋跡』

長万部町教育委員会 1995 『オバルベツ2遺跡栄原2遺跡j

（平成7年度長万部町埋蔵文化財発掘調査概要図版集）

長万部町教育委員会 1996 『ナイベコシナイ2遺跡』 （長万部町埋蔵文化財調査報告第1集）

長万部町教育委員会 1997 『栄原2遺跡 l』 （長万部町埋蔵文化財調査報告第2集）

長万部町教育委員会 1999 『オバルベツ3遺跡オバルベツ4遺跡』

（長万部町埋蔵文化財調査報告第3集）

瀬川秀良 1974 「日本地形誌北海道地方』朝倉言店

竹内理三編 1987 『角川日本地名大辞典』角川書店

永田方正 1984 『初版北海道蝦夷語地名解復刻版』草風館

北海道教育庁社会教育部文化課編

1983 『北海道のチヤシ」北海道文化財保護協会

北海道文化財保護協会 1999 『オバルベツ2遺跡』 （北海道文化財保護協会報告書第1l集）

北海道文化財保護協会 1999 『富野5遺跡』 （北海道文化財保護協会報告書第12集）

（財）北海道埋蔵文化財センター

1999 「長万部町富野3遺跡』 （北埋調報第131集）

八雲高校郷土研究部 1952 「長万部町における惠山文化の土器」
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(この図は国土地理院発行の地形図、 1 50‘ OOO ｢長万部」 INK-5,1-21-9､平成3年2月1日発行} ､ l 50 000 ｢国縫」 INK-54-21 l I)､平成4年2月1日発行) ､ I ： 25, 000 ｢国縫」 lNK-54

平成10年2月1日発行1を使用して作成したものである｡ ）

図9 遣跡の位置と周辺の遺跡

10－1 ‘ 3
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表3 長万部町の遣跡一覧

塗
１
ｌ
２
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３
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４
ｌ
５
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６
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
９
｜
皿
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Ⅱ
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略
一
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一
四
万
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万
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訂
一
別
詑
爾
訂
雨
雨
雨
雨
諏
万
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虹
万
万
一
“
万

名 称

静狩川遺跡

静狩貝塚

栄原遺跡

樹野遺跡

坊主山過跡

豊野l過跡

睡|縫チヤシ

豊野2過跡

飯生ﾈ'|'社裏遺跡

トド| ||辿跡

オバルベヅ遺跡

花岡遺跡

繩鋤梛練琉卿訓

豊津遺跡

豊野3遺跡

トド山2遺跡

南部藩長万部陣屋肺鋤

富野2遺跡

興立遺跡
ナイベコシナイl遺跡

ナイベコシナイ2遺跡

ナイベコシナイ3遺跡

栄原2遺跡

栄原3遺跡

オバルベツ2遺跡

中の沢l遺跡

中の沢2遺跡

' '1の沢3遺跡

中万沢4遺跡
富野3遺跡

富野4世跡

'五l縫遺跡

豊野4遺跡

豊野5遺跡

冨野5遺跡

花岡2適跡

花岡3世跡

オバルベツ3遺跡

オバルベツ4遺跡

關野6辿跡

IIｺの沢5遺跡

富野6世跡

富野7世跡

富野8世跡

豊津2世跡

jﾘ『 在 地

字静狩122-7～11, 130, 166

字靜狩439-20～29, 38～47

字栄原97-1 ･ 2 ･ 4, 98-1ほか

字富野138･ 140

字富野ll7-l

字豊野l33-1 ･ 2 ･ 4 ･ 5 ･ 7, 134

地点不|ﾘl

字豊野195, 198, 210

字長万部376,374-1 ･ 2

字富llfl02 2 ･ 8 ･16･31

字富野173

字花lil48-1 ･2, 62 1

字長万部375 1 ･ 2ほか

字豊沖176,180, 258

字豊野123 1, 124

宇富野96

字長万部418-1

字富野123-1, 124-1 ･ 2ほか

字共立345-1

字共立474-lほか

字共立51-1ほか

字共立14ほか

字栄原64-1ほか

字栄原187 3

字富野195ほか

字中の沢102

字中の沢101

字に' 1の沢105-l

字中の沢105 l

字冨野129, 131, 132, 135ほか

字當ﾘ1146 2 ･ 3 ･ 6 ･ 7" 147ほか

字国縫176-2 ･ 16･ 17ほか

字豊野71, 129, 130ほか

字豊野24-1～3, 25-1ほか

字宮野165 23

字花lul154, 224

立 地

静狩川右岸砂|正k

l邸i地に面した櫛岸段丘総li

中川原川左岸微高地

オバルベツ11 1右岸段丘上

海岸段丘上

海岸段丘上

図縫川イi岸にmiした山

ﾎﾝﾎﾛﾅｲ| | |左岸､海岸段丘上

オバルベツ111右岸､栂岸段丘上

海岸段丘上

オバルベツI | |左岸､海岸段丘上

海浜砂丘

オバルベッll l右岸､ il岸段丘上

|幌|ﾉ1I| |左岸、抑岸段丘上

|王l縫川右岸、海岸段丘上

海岸段lﾓ上、南|)Lil!!llに沢

オバルベツ川右岸段丘上

オバルベツ川右岸段丘上

海岸段丘上

ﾅｲﾍｺｼﾅｲ| | |左岸､櫛岸駈上

ﾅｲﾍｺｼﾅｲll l右岸､脚繩丘上

ﾅｲﾍｺｼﾅｲll l右岸､〃岸駈上

ポクサタナイ| | |右岸､ i雛段丘上

中川原川左岸、海岸段丘上

ｵﾊﾙﾍｯ| | |左岸､ ii峠段丘上

海岸段丘上

海岸段丘上

海岸段丘上

海岸段丘上

オバルベツ11 1右岸､ iii岸段丘上

オバルベツll l右岸､伽鍛丘上

国縫川左岸、傾斜地

海岸段丘上

海岸段丘上

オバルベツ川右岸､伽岸段丘上

海岸段丘上

海岸段丘上

オバルベツ川左岸

オバルベツ川左岸

国縫川ｲi岸、 ii"精段丘上

噴火湾に注ぐ沢の左岸､段丘上

段丘上

段丘上

段丘上

海岸段丘上

ｍ

６

ｕ

ｎ

弱

弱

如

４

釦

創

皿

宅

Ｂ

認

加

鏥

嘔

弱

如

弘

訓

脂

如

拓

認

弱

型

刈

羽

嗣
尿
昨
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ル
ル
ル
皿
狂
Ｂ
斗
咋
率
昨
野
咋
非
咋
非
妬
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明
胆
叩
叩
叩
妬
仙
訓
鋤
一
一
一
一
一
銘
如
帥
皿
加
一
一
一
一
一
瓠

５

５

７

５

０

０

２

５

５

０

２

１

２

３

２

３

１

１

２

時 期

繩文(I塊川) ,統繩文

縄文（前・中・後期）

繩文（中川）

繩文（早・ '1 ' ・後川）

繩文（中・後期）

縄文

アイヌ期

繩文

繩文（中・晩期）

純文（中〃l)

繩文（中期）

アイヌ期

撲政2～4 (1855～57)

縄文

純文

繩文（中!!11)

縄文

縄文

繩文

縄文

繩文（旱･ !|｣期）

繩文

縄文（早・中・後"l)

繩文

l l Iｲ]器,繩文(早・ ' '1期）

繩文（前期）

繩文

純文

繩文

繩文（早・中・後期）

繩文（早期）

不明

繩文

繩文('1ﾘﾘl)

繩文（早・前期）

繩文（前期）

細文（｢'1期）

繩文（､早期）

|H6#,縄文(早・前･中･ ii!M)

純文（早・ 111期）

繩文（中期）

繩文（中期）

繩文（中期）

純文

不明

献
一
２
’
３

又
－
１
’
２

２

２

’

２

2 ．4 ． 5

２

ｲｰ）

色

2 ． 6

７

8 ． 9

10 ． 11

12

昭
一
皿
一
Ｍ
｜
嘔
一
唱
恥

２

９

９

４

７

１

１

岡
野

十
化
一
局

字

字

３力ま９７２２

３

３

３

１

２

２

２

１

舵

一

一

７

１

５

５

５

３

乃

哩

沢

陥

陥

陥

喝

蝿
野
の
野
野
野
津

吉
田
曲
豆
市
咋
一
品
一
畠
一
邑
歯
豆

字
字
字
字
字
字
字
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Ⅱ 遺跡の概要

2 遺跡周辺の地形

豊野6遺跡は、内浦湾沿いに発達した標高約19～21mの海岸段丘上に立地している。遺跡の立地す

る段丘は国縫川に面して平坦に続いているが、ほぼ同じ標高の平坦面が内浦湾沿いに延びているこ

と、標高から判断すると長万部段丘（瀬川 1974) に相当するものとみられる。遺跡付近では国縫川

と内浦湾の方向に緩やかに傾斜している。段丘と川の流域の平坦面との比高差は約10mである。

遺跡の東側には川に向かう1条の沢があり、その沢を挟んで内浦湾側は海に向かってやや張り出し

た部分となっている。ここは現在墓地として利用されている。

調査前の遺跡の状態は、植林による杉林であった。また第I章5節でも述べたように、調査区は畑

の畔状のうねりが明瞭に残っている地点もあり、調査以前は畑として利用されていたと思われる。

図10は上段が明治29年の遺跡付近の地形である｡遺跡の立地する段丘が国縫川､茂国縫川に挟まれ、

内浦湾に向かって張り出す段丘として認識されていたことがわかる。下段は大正8年測量の地形図で

ある。これによると遺跡の先端には荒れ地を示すらしき記号がみてとれる。遺跡の中央部は広葉樹林

であったと思われる。

写真lは1948年の遺跡付近の様子である。国縫川が激しく流路を変えていること、 また遺跡付近は

畑作によるものとみられる区画が明瞭に見て取れる。 （立田理）

表

・壷'跨・ 一一

震 ~認
・今季÷

豊野6遺跡周辺の空中写真(1948年4月23日撮影) (この写真は、国土地理院発行のものを複製したものである）

写真1 遺跡付近の航空写真
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Ⅲ遺構

Ⅲ遣構

1 概要

遺構としては士曠1基と焼土6カ所が発見されている。土曠(P-1)は、調査区中央部のM-12

区で、 F－1～3は、同様にM-12～L-12で、 F－5は台地縁辺部のO-15区で、 F 4 ･ 5は調

査区北側緩斜面のL･M-23区で検出されている。検出層位はⅣ層上面がF-3 ･ 5、Ⅳ層下位がF

－2 ． 4， V層上面がP 1， F-1 ･ 6である。 P－lはF lの直下で検出した。遺物を伴う遺

構は焼土3カ所で、 F－3では焼土上面から頁岩のUフレイク1点、焼土中から礫1点、焼土下部か

ら頁岩のスクレイパー1点が出土した。F－4からは焼土下部からⅡ群b類の土器片が1点出土し、

F－6では焼土中からⅡ群b類の土器片4点と頁岩のフレイク58点が出土した。焼土は検出層位と周

辺の遺物出土状況からいずれも縄文時代前期後半の円筒土器下層式期と推定できる。 （鎌田望）

表4 検出遺構一覧
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．
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ａ
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ａ
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Ｐ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

M-23-a

F－5

検出層位

V層上面

V層上面

Ⅳ層下位

Ⅳ層上面

Ⅳ層下位

V層上面

V層上面

規 模 (m)

().70×0.60/0.49×0.38/0.16

0．50×0.40/0.06

().38×(0.28)/0.05

().94×0.70/0.13

出土遺物（点） 時期

縄文前期後半

縄文前期後半

縄文前期後半

ｽｸﾚｲﾊ-l､ Uﾌﾚｲｸl ､畷l 縄輔期後半

Ⅱ群b類土器片1 縄文前期後半

縄文前期侭半

I群b類土器片4、 フレイク58縄文前期後半

縄文前期絆0．48×0．46/0．07

0.42/0.10

0.68/0.14

().54

~0．75

表5 検出層位別遺構一覧
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図11 遺構位置図
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Ⅲ遺構

2 土擴

P－1

位置:M-12-c ． ． 規模:0.70×0.60/0.49×0.38/0. 16

特徴調査区中央部の平坦面に位置する。F－lの調査終了後、 V層上面を精査すると、暗褐色の落

ち込みを検出した。半裁して壁、曠底を確認し、士曠であることがわかった。平面形は確認面、曠底

ともに南北に長軸のある楕円形である。

遺物出土していない。

時期不明だが、覆土の状態、付近の遺物出土状態から、縄文時代前期のものである可能性が高い。

P－1

1
1．

IP 2,"

d21.40m~b21 .40m Ｃｌａ

鰯
一〆
02柘

一〆や

Ｉ
V

空

画
１
１
１
、

麺

1 7．5YR3／l黒褐色土（しまりなし榿色土ブロック、炭化物を少し含む）

2 7．5YR4／1褐灰色士（しまりなし榿色土ブロック、炭化物を少し含む）

０
１

1m
’Ⅱ

図12 P-1

3 焼土

F－1

位置:M-12-d 規模:0.50×0.40/0.06

特徴調査区中央部の平坦面に位置する。V層上面を精査中に確認した。焼成はやや弱く、不明瞭な

焼土である。平面形は南部が張り出す不整な楕円形である。

遺物出土していない。

時期不明だが、覆土の状態、付近の遺物出土状態から、縄文時代前期のものである可能性が高い。

F－2

位置: L-12-a 規模:0.38× (0.28) /0.05

特徴調査区中央部の平坦面に位置する。Ⅳ層上面を精査中に確認した。やや不明瞭な焼土である。

東側を風倒撹乱によって壊されているが、平面形は北西一南東方向に長軸のある不整な楕円形を呈す

る。F－3と近接しており、その約2m北西に位置する。

遺物出土していない。

時期不明だが、覆土の状態、付近の遺物出土状態から、縄文時代前期のものである可能性が高い。

F－3

位置:L-12-b 規模:0.94×0.70/0.13

特徴調査区南部の平坦面に位置する。Ⅳ層上面を精査中、明赤褐色の焼土を検出した。平面形は北

東一南西方向に長軸のある不整形を呈する｡比較的に明瞭で､遺跡中で最もはっきりした焼土である。

F 2と近接しており、その約2m南東に位置する。

遣物焼土の上面でUフレイク1点、礫1点、焼土覆土中からスクレイパーが1点出土している。
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構
ザル｡．

】且Ⅲ

F－1
ｍ釦

一

１

－

坪

一

宅
－

１
１

ａ

麺

l lOYR4／1 （粘性あり ややしまりあり 明赤褐色土、黒色土粒を多く含む）

2 7．5YR4／2 （粘性あり 明赤褐色土、黒色土粒を少量含む）

F－2
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1 2.5YR6/6 (粘性あり しまりあり Ⅳ層が焼土化したもの）
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b21 .60m~ａ
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鳶 帝
q
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弱9

1 2．5YRs／8明赤褐色土（粘性あり しまりあり Ⅳ層が焼土化したもの）

2 V層との漸移層

F－4

19,747

b 20‘00m~
ａ
’

忠一
～々

而雫下
戒

5YR3／l黒褐色土（粘性あり ややしまりあり 5YR5／6明赤褐色土を斑状に含む）

2.5YR5／81ﾘj赤褐色土（粘性あり しまりあり）

１

２

F－5
1
1｡

a b21 .30'T

犬エニニァニ
Ⅳ

、4 4

色IDI

1卯

l 3YR4／l褐灰色土
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b20‘00m~

、
~、①

a
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V 筐

一額’、
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763 。 .745
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l lOYR2／I黒褐色～7.5YR4／l褐灰色土

（粘性あり ややしまりあり

2 5YR6／8榿色土（粘性あり しまりあり）

0

灌
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、
、
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1
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Ⅲ遺構

F－3 F－4 F－6

,蝋鰯廟騒
D

O 5cm ０
１

10cm

I
５
１

図14焼土出土の遺物

lはスクレイパーである。大部分が欠損しているが、縦長の剥片を利用しているとみられ、背面側の

一側縁に刃部が付けられるものである。

時期付近に時期を決定できる遺物が出土しておらず、不明であるが、検出面から考えると縄文時代

前期のものである可能性が高い。

F－4

位置:M-23-a 規模：0.48×0.46/0．07

特徴調査区北部の緩斜面に位置する。Ⅳ層上面を精査中に明赤褐色の焼土を確認した。平面形は東

西に長軸のある不整な楕円形を呈する。F－6と近接しており、その約lm南東に位置する。

遺物焼土の覆土中からⅡ群b類土器片が1点出土している。地文はLRの0段多条である。

時期検出面から縄文時代前期のものである可能性が高い。

F－5

位置:O-15-a ･ b 規模:0.54×0.42/0. 10

特徴調査区中央部の平坦面に位置する。Ⅳ層上面を精査中に明赤褐色土粒を斑状に含む褐灰色土の

広がりを確認した。平面形は北西南東方向に長い不整楕円形を呈する。

遺物出土していない。

時期不明だが、検出面から考えると縄文時代前期のものである可能性が高い。

F－6

位置: L-23-a 規模:0.75×0.68/0. 14

特徴調査区北部の緩斜面に位置する。V層上面を精査中に明赤褐色土粒子を斑状に含む黒褐色土の

広がりを検出した。平面形は西方向にやや張り出す不整円形である。F 4と近接しており、その約

lm北西に位置する。

遺物上面から撚糸文の施されたⅡ群b類土器片4点、 フレイク58点が出土している。

時期上面から出土した土器から縄文時代前期の時期のものと見られる。 （立田理）

表6 遺構出土掲載土器一覧

計
数

合
口
占
恥

物
号
遺
番

図版

需号
番号 遣擶 層 イ# 癖

而
一
恥
一
恥

備 考

焼土下部

焼土

焼土

LR、 0段多条

撚糸文

撚糸文

４

６

６

~

~

口
人
〔
Ⅳ
戸
出

Ｍ
ｌ
ｕ
ｌ
Ｍ

ｌ
ｌ
１
ｌ
２

ｌ

ｌ

２

’
’
２
’
２

表7 遺構出土掲載石器一覧

|番計域|劉崎'一鰻二焦M | ｽｻﾚｲ鴬_ |"|::
幅 ｜厚さ 重量 ｜図版番号｜

~ ~~~~~2．6 1 1.4 8．9 141

備 考
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Ⅳ包含層出土の遺物

1 概要

縄文時代前期後半円筒土器下層式期の遺物を中心に、土器2,622点と石器等26,456点が出土した。

また、焼成粘土塊に類する焼きの弱い不定形のものが482点出土している。

2 土器等

土器は量的には縄文時代前期と早期を中心に、中期、晩期、後期の順に出土している。これらのう

ち、本来の遺物包含層であるⅢ．Ⅳ層から出土したものは360点(16.8%)である （表8)。

縄文時代早期の土器（図18-1～17,表9,写真図版10)

I群a類(1 ･ 2) : 1 ･ 2ともに口唇の断面形は尖り気味である。 lには刺突文、貝殻圧痕文、

沈線文が施され、内面には横走する条痕文が認められる。胎土には小礫や黒色鉱物を含む。 2は無文

で器面・内面に指頭による調整痕が認められる。内面は平滑で炭化物が付着している。

I群b－1類（3～7） ：口唇|析面形は丸みを帯びたもの（3 ． 5） と尖り気味のもの（4）があ

る。文様は、短縄文（3 ． 4 ． 7)、 LR斜縄文(3 ･ 4)、 RL斜縄文(5)、 LRとRLの羽状縄

文（6）がある。内面調整は指頭による横ナデ（3 ． 4 ． 6 ． 7）、箆状工具による横ナデ（5）が

ある。 6 ． 7は同一個体で、指頭による調整痕が顕著で、内面に指頭痕がある。 4の内面には炭化物

が付着している。胎土に海綿骨針を含むもの（4）、小礫を含むもの（6 ． 7 ． 8）がある。

I群b－4類（8～17) :口唇断面形は角形(8) と丸みを帯びたもの(9)がある。 9は口縁が

内湾する自縄自巻RL (8 ･ 12･ 13･ 16)、 自縄自巻LRとRL (9～11 ･ 15･ 17)の原体による縄

文により羽状を構成する。いずれも胎土に砂粒を含む。

縄文時代前期の土器（図17,図18-18～40,表9,写真図版10･ 11)

Ⅱ群a類（図18-18～21) : 0段多条の太い原体による縄文が施される。 21には棒状工具による沈

線文が施されている。いずれも内面はナデ調整されており、胎士に繊維と海面骨針を含む。

Ⅲ群b類（図17,図18-22～40) :図17の復元土器は推定口径28.9cm、推定器高48.5cm、底径13.6

cmの平縁の深鉢形土器である。口唇部が僅かに外反し、口縁から胴下部に撚糸文、胴下部から底部

にはLRの斜縄文が施される。底部は上げ底である。内面は細目の箆状工具により磨かれている。焼

表8 包含層出十十器等層位別出土点数一覧

1～
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b-'"b-4"
42 34
104 6
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b類
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Ⅳ包含屑I11土の迩物
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Ⅳ包含1洲』,士の道物
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Ⅳ包含層出土の遺物

成は良好で胎土に繊維と海綿骨針を含む。破片資料には口縁に縄線文のあるもの（22～24)、綾絡文

のあるもの（25．26)、縄文のみのもの（27）がある。25．26は口縁部が外反する。28は頸部の隆帯

が刻まれ、体部に撚糸文と綾絡文が施される。体部の施文は撚糸文で、単軸絡条体第3類の原体によ

る網目状撚糸文(30)や撚糸文を重複させて施したもの(32．39) もある。内面調整は磨かれている

もの（24～35） とナデ調整されたもの（36． 37）がある。胎士には繊維と海綿骨針を含む。底部（38

～40）は上げ底気味である。

縄文時代中・後・晩期の土器（図18-41～50,表9,写真図版l1)

Ⅲ群a類(41～45) :41は口縁肥厚帯の貼付に細いRL原体による圧痕がある。42は口縁にLRの

縄文が施されている。43にはRL+LRの結束第1種の原体による羽状縄文、 44にはLRの斜行縄文

が施される。45はRL縄文が底

部付近で方向を変えて施されて

いる。内面調整は磨かれている

もの（43） とナデ調整されたも

の(41 ･42 ･44･45)がある。

胎土には僅かに砂粒と小礫を含

む。

Ⅳ群b類（46～48） ：46は口

縁の無文部分で内面には炭化物

が付着する。47．48の地文はR

Lの斜行縄文である。47は地文

が張り出した底部直上で指頭に

より擦り消される。48の内面は

磨かれている。Ⅳ群b類は3個

体のみの出土で、胎土には砂粒

を含む。

V群c類（49 ． 50） ：49は口

縁の無文部分。50には縦走気味

のLRの縄文が施される。V群

c類はこの2個体のみの出土で

ある。いずれも焼成がよく、胎

土には黒色鉱物と砂粒を含む。

類焼成粘土塊(表9,写真図版1l)

4カ所から482点出土した。

出土層位はI層および風倒撹乱

である。破片は厚さ0.3～3cm

で、比重は土器や土製品よりも

軽く、形状は不定形である。非

常に脆く洗浄中に溶解したもの

もあった。写真図版にのみ掲載

した。 （鎌田望）

10C
l

（Ｕ血

Q 1
ｰ■一ﾛ

３

図17包含層出土の土器（ 1 ）
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Ⅳ包含層出土の遺物
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図18包含層出土の土器（2）
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Ⅳ包含l州' 1士の遺物

表9 包含層出土掲載土器等一覧

Ixlif 悉号辿物秀号 1＃位

M-13 17風倒Ⅲ層

M-13-18風倒Ⅳ層

lM-2-4 11f1lⅢ層

2N-12－21 MWIⅢ畷

3Q 15-ll"lⅣ層

4Q-16 7風倒Ⅲ層

5N 9 22風倒Ⅲ層

N-9 26 11ⅧⅢ爵

6K-8-16 1層

7K-8-16 1 Is

8L-10-19風倒Ⅲ層

9K-19-4 1"llⅢ脅

100-20-6 113

llM-14 15 1層

12K-19 9風倒Ⅳ屑

13M－16 36 1"lⅢ層

14L-8 30風flⅢ層

15L-19-4 1 IIg

16M-20-8a M制

17M-20 8b MWl

18L-8 18 1 IW

19 J 8 2 1層

20 J 9－4m61Ⅳ屑

21Q-11-23MWIIⅣ屑

22N-23-2 1層

23M-23 6 1層

24K-14-1 1層

250-3 14 1邸Ⅷ層

26Q-8-8 Ⅳ層

270-7 44 Ⅳ層

280-3 29 1161Ⅲ屑

29M-23 28 1MIIIW

30M 6-19風倒Ⅲ層

31N-20 38風倒Ⅲ層

32L-23 1 11'7'W

L-23-21 1111Ⅳ層

33N-20-34風倒Ⅲ屑

34M-23 7 1層

350－3 14 11flⅢ層

36N-18-l l IR

37L-24-19m制Ⅲ層

38N-4 15風愉lⅣ層

39M-23 7 1 1W

40N-23-2 1 IW

41K-19-10風倒I:層

42N-24-2 1層

43N-18-2 1 1W

44P-6-1 1 I#

45L 17 24m例Ⅳ層

460-7-45風倒Ⅳ層

47L-22-ll肌削Ⅲ曽

48 J-12-16風倒Ⅲ層

49N 12 26胤協lⅣ層

50N 11－16風|利Ⅲ層

*51N-6-24 111flⅢ層

*52N-11-21 1 IW
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１

１

１

２

２

２

１

８１

占
い 介傾 ｜器枕|部位 |TTI一個体破片の世物禍:号,層位(点数).合計破片点数. 施文などの特徴

深鉢17 M 13-1, I層(12) ,M 13-17,風倒ⅡI層(10)

M 13-18,風倒Ⅳ層( 1 ) . 214点

撚糸文, LRfl縄文Ⅱb

癖
一
癖

紳

職

ｌ

ｌ

ａ

ａ

’

｜

Ｉ

Ｉ

ｂ

ｂ

ｌ

ｌ

口緑M－2 4、風倒ⅢIM (17) . 18,1､!:i

l l#N-12-21,風倒Ⅲi'f'1 (6) . 7ﾉ､IJ

I I"

口縁

貝繩撤､ il淵丈

無文

短縄文. LR縄文

短縄文, LR縄文

18

､ｸ画紘床正, | I" N－9－221風倒Ⅲ層(43) . N 9 26, 111fllm層(1 ) ． 47.4 RL繩文I b-l

深鉢 K－8-1 , 1E( 1 ) . K-8-16, 1 (37) .

K－8-25, m層(103), 144点.6･ 7は同一個体

llli部 短縄文，

RL+LR11状縄文

Ib－l

燐

織

織
一
辮
一
織

郷

繩

斜
一
耕
一
秘
一
癖
一
浄
一
跡

繩
一
癖
一
耕

織
一
耕
一
幟

耕
一
織
一
耕
一
織
一
職

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

｜

’

一

一

一

一

一

一

一

一

ａ

ａ

ａ

ａ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

「I縁

｜ ｜縁

In部

川部

'11部

IIMWII

胴部

胴部

lll '1iW

llliW

11I部

IIFI部

l111部

l111部

口縁

'二l緑

l l"

l 1"

「1縁

口緑

111 11部

l111部

lllil部

l111部

L-10-19,風倒1VIZ (17) . 18点

K-19-4,風倒Ⅲl'l'1 (8) . 9,' |'､〔

目繩''1巻RL

目細避LRkRL

目縄目港LRLRL

目縄目巻LRkRL

自繩自巻RL

自繩El巻RL

自繩自巻LRとRL

自繩目巻LR

自繩I』1巻RL

fl細自巻LRkRL

LR繩文

RL縄文

RL繩文

沈線文, RL縄文

縄線文

縄線文, LR縄文

縄線文

維絡文, LR縄文

綾絲文

RL繩文

隆帯,維糾文,撚紋

撚糸文

網目状撚糸文

撚糸文

L-13-26, 1iⅧⅢ届(5) .M-l6-36,mlilⅢ層(11) , 18,11j

し

、

ｊ

尻

占

酔

５

３

Ｌ１
１
４
７
。

I層(10) .

風倒（2）

風倒(1)

ａ

ｂ

４

８

８
~~

９

０

０

１

２

２
~~

Ｌ

Ｍ

Ｍ

1－9 4 ，m例Ⅳ層(6) . 1 9-5,m例Ⅳ層( 1 ) . 8,1#

M-23-6, 1層(1) . 2,*i

0 7－44， Ⅳ層（3）． 4点

M-23-28,風倒ⅢIW (59) . 63,I'｣､(.

M-6-19,風倒Ⅲ層(5) . M-7-1 , 1 (4)

N－2()－28，風倒Ⅲ層(l).N-20-38,m例Ⅲ層(6)

11点

~8‘凸
撚糸文L-21-1 , 1層(2) . L-23-21'肌倒Ⅳ層(2) . 6,'k!深鉢 lll 1ilIⅡb

撚糸文

撚糸文

撚糸文

撚糸文

撚糸文

撚糸文

fllLI状撚糸文

撚糸文

貼付文,縄文圧痕

LR繩文

RL+LR州縄文

LR繩文

RL繩文

無文部分・闇肖帯

深鉢lll'1部

深鉢''''1部

深鉢lllilflI

深鉢lli部

深鉢llll部

深鉢底部

深鉢底部

深鉢底部

深鉢「1縁

深鉢| I"

深鉢lll'1iWIi

深鉢ll'il部

深鉢llli1部

深鉢I 1"

深鉢lll'1部

深鉢1111部

浅鉢口縁

深鉢胴部

吐
一
恥
一
恥
一
吐
恥
一
ｍ

M-23-7, 1層(21).M-23-28,風倒Ⅲ層(5) . 30,I#

O－3-14,風倒Ⅲﾙサ (2) . 3，『bl､(.

N-18 1 , 1層(4) . 7点

L 24-19,風倒Ⅲ層(34) . 37点

N－4-15,風倒Ⅳl0II1 (2) . 7点．

M 23 7, 1層( 1 ) . 3｣' ,11.ｂ

ｂ

Ⅱ

Ⅱ

昨
一
叱
一
叱
一
叱
一
叱
一
恥
一
叱

恥
一
昨
一
昨
一
伽

繩

L－l7-5,風倒Ⅳ層( 1 ) . L－17-24， 1161Ⅳ層( 1 ) , 3'I#

0－7-12, 1E(3) . 0-7-45,風倒Ⅳ層(9)13'W

磨椚繩文

LR縄文

無文部分

#従気味のLR縄文

N-12-26､風倒Ⅳ層(11) . 16'!h

N-12-26,風倒Ⅳ層(7) . 23.#

(19) . 20.!@I,(.写真のみ掲救

， 84点．写真のみ掲載

N-ll-l6、風倒Ⅲ層(3) .

N-ll-16､風倒Ⅲ層(14) .

N－6－24，風倒Ⅲ11ﾄ'1

N 11 21, 1層(83)

*層位の項で風倒Ⅲ層、風倒Ⅳ層、風倒V層はそれぞれ風倒撹乱層中のⅢ層土、 IV層土、 V層土から出土したことを示す。 *51 ･ 52は写真図版にのみ掲載，
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Ⅳ包含届出'2の遺物

3 石器等

概要

I層から出土したものを含め、包含層より出土した石器等の総点数は26,456点であI） 、石器群ごと

の内訳は、剥片石器群が22,599点、磨製石器群は27点、礫石器群が3,820点、石製品群は10点となっ

ている。

石鍍(1～8)

石雛は43点出土し、 うち破片は6点である。木葉状を呈するものが最も多く16点出土している。三

角形を呈するものが13点、菱形を呈するものl点、有茎のものが8点、形態の不明なものは5点出土

表10包含層出土石器等層位別出土点数一覧

種 1層 Ⅲ･W層石器群 器 風倒撹乱 計

剥片石器群 石 雛

石槍・ナイフ

石 錐

両面調整石器

つまみ付ナイフ

箆状石器

スクレイパー

剥片石器片

Rフレイク

Uフレイク

石 核

フ レ イ ク

２

６

６

６

３

２

６

７

１

４

７

７

３

２

２

０

７

４

８

３

２

２
９

１
１

７

６

６

８

２

１

９

Ｑ

Ｊ

８

０

４

２

２

２

１

３

３

４

１

０

７

８

43

14

12

41

51

3

369

10

100

116

131

21,709

４

２

０

７

６

０

４

０

１

２

０

０

３

１

４

１

３

４

１

２

磨製石器群 製

磨

切

斧

材

片

石

石

残

暦

研

擦

８

２

１

３

１

０

９

１

２

０

４

３

２

礫石器群 たた き石

す り 石

す')石(北i鎚式石冠）

すI)石(偏平打製石器）

石 鋸

砥 石

石皿 ・ 台石

加工痕のある礫

礫 ・ 礫片

61

31

34

45

15

28

16

12

2，358

１

３

１

８

０

０

４

１

８

１

３２

８

４

８

１

９

２

０

３

３

２

１

２

２

１

１

０
８

10()

38

53

74

24

50

30

26

3，399

石製品群 製 品

形石器

b

里
／、

４

１

５

０

０

０

9

1

原 石 原
7一

ｲコ
10

10 10 263

計
《
ロ 14,376 2,824 9,256 26,456
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Ⅳ包含層出土の遺物

している。 lは黒曜石製である。先端は欠損するが、形状は三角形で基部は弱い凹基である。丁寧な

細部調整が全面に施される。 2～8は頁岩製である。 4のみがやや珪質分が多い。 2～4は三角鍼で

ある。 2， 3は三角形平基。 4は三角形凹基であるが、中央部よりやや下に最大幅があるもの。 5，

6は木葉状を呈するものである。 7は菱形のものとみられるが、基部の先端を欠損している。 8は有

茎雛である。

石槍・ナイフ （9～14)

14点出土し、 うち破片は6点である。すべて頁岩製である。 9， 10は茎が明瞭に作られるものであ

る。 9は先端を入念に細部調整し、錐状に尖るものである。基部につまみ付きナイフ状の挟りが作ら

れる。 10はかえしが明瞭に作られるものである。 13は大型の石槍の破片とみられる。 14は最大幅が中

央以下にあるもので、やや粗い加工である。器形はややねじれている。先端は右面のみの片面調整に

よって整形されている。

石錐(15～17)

12点出土している。黒曜石製1点、他はすべて頁岩製である。 15は石雛の転用品とみられるもので

ある。 16， 17は剥片の一部を利用して機能部を作り出したものである。 17は先端が摩滅している。

つまみ付きナイフ (18～25)

51点出土している。 うち破片は9点である。すべて頁岩製である。形態のわかるものは身部が両面

調整によるもの5点、片面調整によるものが37点出土している。23， 25は身部が両面調整によって作

られるもので、本遺跡ではこのほか3点が出土している。 18は背面に稜線を残すもので比較的浅い調

整によって刃部が作られるものである。21は身部の下端を両面加工によって先端を作り出したもの

で、石錐とするべきものかもしれない。

箆状石器（26）

3点出土している｡26は下端にやや丸みのある刃部の作られるものである。

両面調整石器（27～31)

41点出土している。すべて頁岩製である。木葉形のもの(28･29)、いびつな小判状のもの(30)

がある。31は破片とみられる。

スクレイパー（32～50)

369点出土している。 うち黒曜石製は1点である。刃部、剥片の形状から、 7つに分類した

l 剥片の両側縁に刃部がつくもの（32～40）

127点出土している。すべて頁岩製である。34～36の様な縦長「ノ」の字の剥片を利用し、先端に

向かってややカーブする刃部がつくものが多い。 また37のように、剥片の側縁に直線状の刃部が付く

ものもある。39は先端がやや尖るものである。40は腹面に刃部が作られるものである。

2 原石面もしくは節理面を残した剥片の一側縁に刃部がつくもの(41～44)

62点出土している。すべて頁岩製である。この形態のものは、直線状の刃部（42, 44）かやや外に

張り出す刃部がつくものが多い｡41は両側縁に刃部が作られるものであるが､一応ここに含めておく。

3 石刃状の縦長剥片に直線状の刃部がつくもの（45）

14点出土している。石刃状の縦長剥片を利用するものである。同様の特徴を示す剥片、つまみ付き

ナイフ、エンドスクレイパー、Uフレイクを含めると25点出土している。45は縦長剥片を素材とし、

素材の側辺に片面細部調整によって刃部が付けられる。

4 エンドスクレイパー（46）

2点出土している。46は、涙滴状の剥片を利用し、剥片の下端に急角度の刃部が付けられるもので

3(）



Ⅳ包含層出土の遺物

ある。

5 3と同様の剥片を素材とするエンドスクレイパー（47．48）

3点出土している。47はやや涙滴状の厚い剥片の下端を刃部とするものである。48は縦長剥片を利

用し、同様の調整がされるものである。

6 刃部が厚いもの(49･50)

この2点のみ出土している。 2点とも頁岩製である。49は横方向の断面が逆「ノ」の字状に屈曲し

た縦長剥片を利用し、剥片の両側縁から調整して急角度の刃部を作るものである。 50はおそらく両面

調整石器とみられる石器から剥離した剥片を素材とし、一側縁に刃部を付けたものである。

7 不定形な剥片を素材とするもの

上記分類以外の不定形な剥片を利用し、剥片の一側縁を刃部とするものである。 169点出土してい

る。 うち1点は黒曜石製で、残りは頁岩製である。これらは図示していない。

Rフレイク （51）

100点出土している。頁岩製のものが99点、黒曜石製1点が出土している。 51は石核とするべきか

もしれない。背面に原石面を残し、上下方向から剥離した後、方向を変えて右から剥離した剥片を利

用し、腹面側にやや粗い調整が入るものである。両面調整石器または粗工両面調整品の未製品の可能

性もある。

石核（52～54）

131点出土している。すべて頁岩製である。52は作業面、打面が比較的明確なものである。 53， 54

は両面を円周状に剥離するものである。

フレイク （55～58）

21,709点出土している。55～58は背面に稜線が残る石刃状の縦長剥片である。同様の形状を呈する

剥片は計14点出土している。

石斧（59～62）

20点出土している。 うち8点が破片である。59は片岩製、その他は緑色泥岩製である。 59， 60は偏

刃を呈する。61は基部が細くなるもの。62は石のみである。

たたき石（63～66）

100点出土している。流紋岩、安山岩等の礫を利用しているものが多い。 64は拳大の石を利用し、

一端を使用している。65， 66は偏平でやや長い礫の両端を使用するものである。

すり石（67．68）

38点出土している。流紋岩、安山岩などを利用しているものが多い。67は断面が三角形を呈するも

ので、稜線の一つを使用面とするものである。68はやや細長の礫を利用するものである。

北海道式石冠（69～76）

53点出土している。 うち33点が全体のl/2以下の破片である。完形品としたものも全て欠損や作

業面に剥離がみられる。石材は、ほとんどが安山岩で閃緑岩（69)、凝灰岩（76） もある。69は前後

方向に片減りするもの、 71， 72， 75は左右方向に片減りするものである。

偏平打製石器（77～83）

74点出土し、破片は31点である。全て安山岩製である。いずれも作業面は狭い。77， 79は礫の剥片

を素材とし､周縁をうち欠いて整形されている｡その他は節理面の残る礫を素材として利用している。

石鋸（84～86）

24点出土している。作業面の断面の形状は84, 85がU字状、 86がややV字状を呈する。

Q1
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Ⅳ包含層川土の遺物

石器等総点数26, 456点 7
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Ⅳ包含層出土の逝物
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Ⅳ包含層出土の遺物
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Ⅳ包含層出土の遺物
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Ⅳ包含層出土の遺物
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Ⅳ包含層出土の遺物

石皿。台石（87）

30点出土している。87は安山岩製である。両面が使用され、作業面は明瞭にくぼんでいる。

加工痕のある礫（88）

26点出土している。88は縦長の礫の稜線を打ち欠いたものである。石斧の原材の可能性もある。

砥石（89．90）

50点出土している。89は軽石製、 90は砂岩製である。

石製品（91）

10点出土している。 うち8点は91の同一個体である。91は千枚岩製で、研磨によって直角の稜線が

作られている。表面には明瞭な擦痕が残っている。他、黒曜石製の異形石器とみられる被熱した破片

(立田理）が出土している。
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Ⅳ包含l稗出土の遺物

表11 包含層出土掲載石器一覧（ 1 ）

幅 ｜厚さ ｜ 重量 ｜図版番号 備 考
L7 1 0.4 1 1.6 121.6 12

遺物番号層位 器 種 石材

26 Ⅳ 洞雛 黒曜石

1 1 イi 雛 頁岩

8 1 {i 雌 頁岩

7 ． 心H

1」 j〃、

頁岩ｲi 雛］

F正寺 l I I

具不「イi ルI8

長さ
■■■■■■■■■■■■■■■■

(2.5）

番号｜発掘区
~~~~~~1 1K 10

Q 1
1J. 土 2. 1 12N－8 1.6 ().42

4．3 3．31 頁
上．』 0．5 12３

’

４

５

O-10

頁岩ｲi 鮒 3．9 1.6 12９

加

吃

~~
Ｍ

Ｌ

Ｍ

0．4 2．810 1

頁岩ｲ i 鮒 12つ 1
J･上 1.2 0．3I 0．81

頁岩| 3.8 1.0 1 0.2 0.7石雛I 1ワ
」今6 1

頁岩石雛M 20 I 1.2 1.2 1q
上｡ qノ 12３ 0.27

岩
7 . と+’

4 1 砿 頁I
、戸

乙．0 ２

２

１

１

７

５
●
■

０

２
１

３

８
Ｇ
■

０

０

２

５

１

２

0.31.2

1r）
上乙

8 1Q ll
1T）

上乙

Ⅳ風倒 符姶．＋イーブ8 』Iイ 1 ~′~I ~〆 頁岩 7貝
I●』J-159 9

頁岩6 1Ⅳ風倒 石槍・ナイフ10 L-17 13.3 126．8 2．4 1.()

頁岩ｲfl念，＋イーブ
1 11姉＝1 ~′~U ’′ 8．6 ワワワ

全台.臼L－9 8 I
のワ

ム．0 1. 1 1ワ
入学1 1

頁岩Ⅲ風倒 石槍・ナイフ (9．3） 2．3
1房 ‘､

上イ．012 K-10 65 120.8

Lｴｰ1

石ｲ i棺・ナイフI 百
戸、 (6．7）

ｲ 。可

1．乙 29. 1
1，

1乙13 K-10 1.01

岩ｲi柿・ナイフ 百
戸、 12.6 64. ］Ⅲ qR

JoJ14 0－8 1ワ
ュム 1.5 12

］
石
］
石
山
石
山
石
山
石
山
石
山
石
山
石
艸
石

頁

頁

頁

頁

頁

頁

頁

頁

頁

７

７

７

７

７

フ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

錐

錐

錐

ナ

ナ

ナ

ナ

ナ

ナ

き

）

き

』

き

」

き

」

き

」

き

》

‐

ｙ

‐

寸

‐

丁

‐

１

‐

１

‐

１

石

石

石

刈

洲

洲

釧

洲

剖

ま

ま

ま

ま

ま

ま

つ

つ

つ

つ

つ

つ

１

１

１

Ｌ

Ｉ

僻

假

催

舌

催

Ｉ

風

風

風

Ｉ

攪

Ｉ

瓜

Ⅳ

”

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅲ

１

７

９

１

１

４

１

２

１

４

１

３

１

３

２

２

１

９

８

ｒ

ｕ

８

４

７

６

４

~
~
~
~
~
~

Ｌ

Ｋ

Ｋ

Ｊ

Ｏ

Ｐ

Ｍ

Ｋ

Ｑ

５

６

７

８

９

０

１

２

３

１

１

１

１

１

２

２

２

２

頁岩

岩石錐W風倒~百
ジグ
、1639

17K-171]

つまみ付きナイフ頁岩

ⅡI撹乱つまみ付きナイフ0－81934

頁岩20P－4］

つまみ付きナイーブ頁岩M－7ワ
ワ
白白

つまみ付きナイフ頁岩2221

つまみ付きナイフ頁岩
Ⅷ
川
リ

エ
宮
山

１１Ⅲ１ 2314

1.5 1 0.6 3.2 1 123．6

1 ，

1．乙 0.7 4．5 121.6

qワ
リ･ ~I 1．8 1 0.9 1 4.8 1 12

8．2 2.4 0.5 1ワワ
八一.白 13

8．0 1q
工nJ0.8恥

一
嘔
一
皿

13.8

1つ

lO6．9 恥

ｍ

叩

“

咄(7．8） 1q
LJ

5．8
1勺

102.4 9.4

7.5 ().5 9.7
1句

10
1 Q
」.』

頁岩つまみ11きナイフⅢ24 M-24 50 (11.3) 3.4 34.9
1o

－LO1. 1

I つまみ{､l~きナイフ頁岩 12.5 3.1 0.9 48. 1 13

1 箆状石器 頁岩 5.2 3. 1 0.9 22.4 13

Ⅳ 両面調整石器頁岩 8.2 5.8 1.7 70．9 13

Ⅲ風倒両面調整石器頁岩 13.8 4.7 2.4 146.4 13

Ⅲ 両而洲鑿石器頁岩 11.7 3.8 1.6 86.4 13

頁岩箆状石器
rーn

o･乙 ”､4
1ﾀﾌ

LO
ql
Jo 上

8．2Ⅳ 5.8 1 ワ
ュ, ~I 70.9

頁岩 13.8

両面調整石器 頁岩 11ﾗｴｭﾛ I
1 戸

1．C 86.4 1q
八J3.8

25 1L-14
26 1L 526

１

１

27 K－6 32

28 ８

０

０

１

１

２

~~
Ｌ

Ｎ

Ｎ

14

29 10

岩i'l'imi洲整石器 頁30 ３ I 10.1 6. 1 1 貝
上．』 13113.6

四
石
而
石

IIIIMi訓幣ｲ i器 頁
一
頁

31 0－7 I l().3 6.4 141.0
T0

lO4 ツワ
ー①竺

スクレイパー32 I 7.5
41万 r，

乙／･りQ-ll 16
、 r－

0．0 1.0 14

11 Ⅲ風倒｜スクレイパー 頁岩33 1P-7
34 1M 2534

6．6 1. 1 1 ().8 23. () | 14

F「 畦L
歩ﾆミ イニIスクレイパーI 25.8 146．9 3.4 1.04

1 2 1

石Ⅲ瓜倒 スクレイパー 白
戸、

T 1毎

L lj 8．2 27.635 10
n ．1

0．乙 0.9 14

頁岩36 1 0-4 1 10 1 W |スクレイパー 2.6 1 0.4 1 14.7 1 147.0

頁岩スクレイパー37 N 21 6 8.1 0.6 19.4 141 2.9

百単
〆、 ／仁Iスクレイパー38 0-22 I 17.0 3.9 47．7 149 1.2

スクレイパー頁岩

スクレイパー頁岩

スクレイパー頁岩

スクレイパー

頁岩

Ⅲ風倒39 N 21 15
rー再

0．／ 3.9 16.0 140.8

40 L 22 12 Ⅲ風倒

41 N 4 3 1

42 0 20 11 W

43 L-16 18 Ⅲ風倒

44 K-ll 24 m

45 K 13 1 1

N 4

３

42 1V

44 K-ll 24

戸 rー

0．0 21.0 1 14
49.0 1 14

14０

８

４

４

５

５

６

９

“

叩
一
昭
一
岬
一
咽
一
皿
一
ｍ
｜
Ⅳ

頁岩スクレイパー 10.9 143.0 44．9

山
石
両
石

画
く
二
貝

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

皿

皿

“
｜
“
｜
諏
一
仙

懇

Q1ワ
J入り ~0

42.3

地
一
服

頁岩
〆庁

0．／ 29.8 14

頁岩’ 6．5I46 M-ll 11 卸

恥

14

頁岩４

４

３

２

２

１

~

~

Ｍ

Ｍ

Ｊ

6 Ⅳ

Ⅳ

Ⅲ風倒

ﾉヘ旬

0．／幻

“

⑱

14

頁岩スクレイパー５ ラワ
~0■~ 3.8

〔
ノ
ー

１

38.7 15

スクレイパー｜頁岩 12.4 1 3.8 1 2.0 1 83．3 1 155
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表12包含層出土掲載石器一覧（2）

区

皿

５

掘

一

一

発

Ｏ

Ｐ

遺物番号

8

20

器 種

スクレイパー

Rフレイク

ロ
言
（
Ｕ

番

５

融
一
Ｉ
｜
Ⅳ

材
一
岩

岩

建
一
恥

幅厚さ 重量 図版番号 備 考

l~6 」~5 26~5 」5
7.9 3.0 26L4 15

1.5 26.5 15

7.9 3.0

石
一
頁
一
頁51 11.3

石核 頁岩M-12 I52 9 9．8 8.2 402,0 15
が'1

，．U

石核 頁岩 ５

５

５

５

５

５

６

１

１

１

１

１

１

１

３

５

１

７

４

７

８

口
●
●
●
●
守
●

９

１

６

６

１

３

１

１

７

２

２

４

２

８

７

４

２

１

７

６

９

３

９

７

４

３

１

０

１

０

２

３

２

０

０

８

８

７

？
●
●
●
■
■
■

２

９

３

４

４

３

４

１

１

４

１

８

８

９

６

８

口
●
■
■
Ｂ
●
■

３

３

５

８

９

７

２

１

１

~

１

山
石
山
石
山
石
山
石
山
石
叫
石
？
・
叫

石

頁

頁

頁

頁

頁

頁

片

核

核

わ

け

〃

〃

斧

／

／

鐙

／

石
石
ル
ル
ル
ル
石

Ｉ

頚

土

倒

１

１

風

Ｉ

価

Ｉ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅲ

０

１

６

１

９

２

１

１

１

１

４

１

２

９

叩

剖

７

６

４

６

~

~~

Ｏ

Ｋ

Ｎ

Ｑ

Ｋ

Ｏ

Ｏ

３

４

５

６

７

８

９

５

５

５

５

５

５

５

田

弘

13.41R八J

ｱー，Lル

仁I似頁岩121ユツ●入9.2ｸ）序0．イ

Ⅲ風倒フレイク
ﾃヱマIL』

只石55N21165．83.01．6

頁岩56Q7I14.026.715(8．8）()_9

フレイク57K－649、9．91.81.311.41民八J

岩0－4フレイクII 百
へ5812

12.81.7Oワム．イ281.8

Ⅲ瓜倒 石斧 緑色泥岩0－860 18 15. 1 5.8 2.0 324.7 16

石斧Ⅲ風倒 緑色泥岩Q ll61 30 10.0 48 2.2 1 1535
20 1. 1 1 36.22.0 l. 1

随

略M-24 1 31 1V風倒
P 15 1 4 1 14 I

緑色泥岩硬
一
田

別

石のみ

たたき石

たたきｲj

たたき石

8．9

泥岩 15.0
『ー、

、．｡ 3.5 542.3
1戸

上り

W風倒
母上ざふ=寺＃ l－l

ｲﾉ'し1火石L-26
10~）

L乙 10.7 7.9 6.7 669.6 16

安山岩| 128 1 6.7 3.1 1 400.l
安山岩| 142 1 6.3 1 2.9 1 375.9

12.8 6.7
, ） 1

0． L 400.1K-17 1 16 1m風倒砺
一
髄

16

たたき石P－2 ２ I 16

８

６
~

Ｌ

０

３

３

Ｉ

Ｉ

67
安山岩すり石 L-8, 0-6接合6.9 1087.218.2 6.8 16

すり石 流紋岩68 L 13 ３ I 8．6 4. 1 1 4．0 197.4 16

J-12 1 1 1 1北海道式石冠 |)ﾘ緑岩
K 9 36 1 1V風倒|北海道式石冠 安lll岩1V風倒 北海道式石泄K 9 36

船
一
沁

(14.7) 10.2 1630.0 179. (）

恥

睡
一
岬

唖

8.2 1620.014.4 17

北海道式石冠Ⅲ風倒 安山岩 (7. 1)刀
一
定

O－qJ 16 16.2 1880.0 17

北海道式石冠 安山岩ⅢK 10 (15.4)39 6.7 1650.0 17

北海道式石冠 安山岩 (13.7)I73 M-23 10 8．8 1 2200.0 1 17

Ⅳ風倒 北海道式石冠 安l1l岩N 2274 24 14.6 1210.0
1弓

lj10.0 6.9

P-9 18 Ⅳ風倒北i似道式石冠安山岩 15．2 11．9

K-9 4 1 北海道式石越凝灰岩 20．5 13. 1

M-24 17 1 偏平打製石器安l｣ |岩 17.7 6.6

M 16 25 風倒偏平打製石器安l ll岩 18.4 8.3

M-24 16 1 偏平打製石器安山岩 19.8 8.0

北海道式石越

石艸

に今
ノＪ一
ー

唇“

IK－9 20.5I

1序勺

」イ．／ 6.6

偏平打製石器 安l ll岩|軋倒M 16

偏平打製石器 安山岩IM-24 16 19.8

巧
一
花

9.2 1 1870.0 1 17
531 1490.01 17

1870.0
1弓

上イ

刀

泊

2.3 290.9 18

1.9 1 29L0 1 18
21 1 493.6 1 18

291.0 18

79

Ｉ

Ｉ

80 ６

７
~
０

０

２

５
偏平打製石器 安山岩 0-6, 0-7接合

1『ー 『一

L0．0 9.7 180.62.4 18

24 1 Ⅳ 偏平打製石器｜安山岩６

脂

喝

~

~

Ｍ

Ｋ

Ｍ

副

塊

16.9 7ワ
~Ie ~I
1Q
▲ロジ 349.4 18

Ｉ

Ｉ

２

４
安山岩偏平打製石器 K-15,M-18接合20. 1 8.8 ワqと.』 501.8 18

L-8 1 39 1Ⅲ風倒 偏平打製石器｜安山岩鯛

餌

14.6 7.8 1.3 224.2 18

Ｉ

Ｉ

１

１

１

１
~
Ｑ

Ｑ

２

３
１

安山岩石鋸 Q-11-2 ･ 13接合
1勺O
上白．台 8.5 1.2 28.7 18

石鉗 砂岩？Ⅳ風倒P 9 1685
1戸 声

10，0 1. 1 182.6
弓『）

イ．◎ 18

P-9 7 W風倒’ 石鋸 安山岩師

印

14.7 皿
一
恥

“

諏
一
率
一
邪

1.5 242. 1 18

安ll1岩、 石 ’''1M-18 10 岬
一
虹
一
躯
一
躯
一
”

5860.0 19鐸

睡Ⅲ風倒

Ⅲ風例

I

Ⅳ

加工痕のある礫ハ・ 岩

砥石 軽石

砥石片 砂岩

石製品 千枚岩

i怪石

0－7 弱
－
５

２
｜
略

銘
一
的

742.4 19

K-19 5.5 14.0

55.8

60.6

四
一
四
一
岨

卯
一
馴

３

０

１

２
~

Ｋ

０

4．4

~15.0
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V自然科学的分析

1 豊野6遺跡の火山灰について

本遺跡では，作土層の直下に降下火山灰層が認められた． この火山灰について記載し，既知の火山

灰との対比を行なう． この火山灰は耕作により削剥されていることが多く，比較的保存の良い地点(杭

M-24付近図33)から試料を採取した． この地点での士層は上位から下位へ以下のとおりである．

［ ］内の層名は基本土層に対応する．

①

②

作土．層厚15cm. [I層］

降下火山灰．二つのフオールユニットから成る． ［Ⅱ層］

上部：にぶい榿色(7.5YR6/4) . シルト質層厚3cm

下部：褐色(10YR4/4) .砂質層厚1.5cm.

暗赤褐色(5YR3/2)砂質腐植士．層厚l.5cm.

褐灰色(7.5YR6/1)粘土．層厚3～6cm.

にぶい褐色(7.5YR5/4)粘土．層厚3～6cm.

黒色(5YR1.7/1)粘土質腐植士．層厚15cm,

明褐色(7.5YR5/6) ローム．層厚10cm<. [V層］

③

④

⑤

⑥

⑦

火山灰の上部と下部から採取した試料は，超音波洗浄後，筋い分けし，ペトロポキシ154で封入し

たプレパラートを作成して偏光顕微鏡で検鏡した．

結果：検鏡結果を表13に示す．下部は重鉱物が少な<,斜長石が頗る多い．上部では重鉱物は少な

く，斜長石に加え火山ガラスが多い．結晶粒は新鮮で，半自形～自形である．火山ガラスに被覆され

る結晶粒も多い．火山ガラスの形態は，泡壁がつくる模様が網目様を呈する軽石型である （写真2）．

気泡径は0.01 0.05mmで,0.02mmくらいのものが多い．

対比：現在の表土直下で，上記の鉱物組み合わせと火山ガラスの形態を有する火山灰は，駒ヶ岳起

源のKo-d (A.D.1640.町田・新井, 1992.佐々木ほか, 1970) と考えられる． Ko-dは渡島半島の全

域に分布し，長万部付近は地層として明瞭に認められる北限であろう．

引用文献

町田洋・新井房夫(1992) : 「火山灰アトラス｣．東京大学出版会, 276pp.

佐々木竜男・片山雅弘・音羽道三・天野洋司(1970) :渡島半島の火山灰について．北海道農試土

性調査報告, 20, pp.255-281.

(花岡正光・鎌田望）
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へ、､幾黛PI
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呉 諦

準

1 遺跡遠景（南から）

2 調査前状況（南西から）

写真図版1 豊野6遺跡遠景・調査前の状況
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詮~~

1 調査終了後の調査区（南西から）

慰
鞠
認

2 25％調査状況（南西から）

写真図版2 調査終了後の状況・25％調査状況
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1 メインセクション1 （南から）

2 M-24付近土層断面（南西から）

3 メインセクション1 (M-23～26) (北東から）

写真図版3 メインセクション1
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1 メインセクション2 （東から）

識
2 メインセクション2 (0-13～M 13） （南東から）

写真図版4 メインセクション2
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1 調査風景（南から）

2 調査風景（西から）

写真図版5 包含層調査状況
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3 F-1 検出状況（南から） 2， 3 検出状況（北西から）4 F

篝
5 F-2 検出状況 6 F-3 検出状況

写真図版6 遺構（ 1 ）
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5 F-6 検出状況 6 F－6 土層断面（南から）

写真図版7 遺構（2）
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2 左の拡大（東から）1 M－13区遺物出土状況（北西から）

5－．区遺物出土状況（東から）3 J-15-b区遺物出土状況 4 L

5－b区遣物出土状況（西から）5 M-5-C区遺物出土状況（西から） 6 0

写真図版8 包含層遺物出土状況

58



聾
F－4

( 1 ）F－3

F-6 (2)

遺構出土の土器I

2 包含層出土の土器（ 1 ）

写真図版9 遺構出土の土器・包含層出土の土器（ 1 ）

59



鵜 樹

ー

勢
〆

~

Ｙ
瀞

$
＃
罫

■罰

§

、p砦

写真図版10包含層出土の土器（2）
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2 包含層出土の石器（ 1 ）

写真図版12類焼粘土塊・包含層出土の石器（ 1 ）
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写真図版13包含層出土の石器（2）

63



や 零

綱
写真図版14包含層出土の石器（3）
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写真図版15包含層出土の石器（4）
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写真図版16包含層出土の石器（5）
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写真図版17包含層出土の石器（6）
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写真図版18包含層出土の石器（7）
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